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一般質問

問	

海
部
南
部
水
道
企
業
団
は
、

30
年
度
ま
で
の
10
カ
年
事
業
計

画
に
対
し
、
建
設
事
業
費
で
27

％
の
節
約
。
長
期
借
入
金
も
20

億
円
減
少
さ
せ
た
。
過
大
な
利

益
の
一
部
を
住
民
に
還
元
す
べ

き
で
は
。

答	

市
長
　
企
業
団
の
料
金

問
題
に
つ
い
て
は
「
水
道
料
金

等
検
討
委
員
会
」
か
ら
答
申
を

得
た
。
今
後
の
大
規
模
更
新
事

業
、
経
年
管
の
解
消
に
備
え
、

そ
の
財
源
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

水
道
加
入
者
に
還
元
で
き
な
い
。

問	

国
は
26
年
度
に
公
営
企
業

の
財
政
基
準
を
改
め
、
こ
れ
ま

で
資
本
剰
余
金
と
し
て
棚
上
げ

し
て
い
た
も
の
を
全
て
純
利
益

へ
の
組
み
入
れ
を
指
示
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
海
部
南
部
水
道

企
業
団
が
公
表
し
て
い
る
純
利

益
は
、
平
成
の
30
年
間
で
26
億

円
。
し
か
し
、
加
入
者
分
担
金

な
ど
を
利
益
と
し
て
計
上
す
れ

ば
98
億
円
と
認
識
す
る
。
財
政

計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答	

市
長
　
企
業
団
で
は
現

在
、
水
道
施
設
の
機
能
診
断
調

査
、
水
道
使
用
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
基
に
将
来
を
見
据
え

た
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
中
で
あ
る
。
こ
れ
は
企
業
団

運
営
に
は
必
要
不
可
欠
な
将
来

計
画
で
あ
る
。
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
当
局
、
企
業
団
幹

部
、
議
会
、
関
係
市
村
に
諮
っ

て
い
く
。

問	

民
間
企
業
会
計
の
専
門
家

も
含
め
た
現
状
分
析
を
行
い
、

共
通
の
理
解
促
進
を
。

答	

市
長
　
ま
ず
は
一
旦
持

ち
帰
り
、
企
業
団
当
局
、
正
副

企
業
長
、
議
会
の
共
通
の
理
解

の
も
と
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問	
こ
の
30
年
間
の
企
業
団
運

営
は
、
現
世
代
の
負
担
が
多
過

ぎ
る
。
数
十
年
に
わ
た
っ
て
使

用
す
る
施
設
は
耐
用
年
数
に
ふ

さ
わ
し
い
世
代
間
負
担
を
。

答	

市
長
　
事
業
を
施
行
す

る
に
当
た
り
多
額
の
事
業
費
は

企
業
債
の
借
入
を
財
政
計
画
に

盛
り
込
む
。

　
企
業
債
償
還
と
い
う
長
期
的

な
返
済
、
支
出
を
も
っ
て
多
額

な
事
業
費
を
世
代
間
で
公
平
に

負
担
す
る
。

問	

地
震
防
災
対
策
の
過
大
な

負
担
は
関
係
市
村
の
支
援
を
。

答	

市
長
　
海
部
南
部
水
道

企
業
団
が
適
用
を
受
け
る
地
方

公
営
企
業
法
で
は
、
独
立
採
算

の
原
則
を
規
定
し
て
い
る
。

　
防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
は

基
準
に
該
当
せ
ず
、
自
治
体
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
は

で
き
な
い
。

問 

水
道
料
金
過
大
利
益
の
還
元
を

答 

加
入
者
へ
の
還
元
は
で
き
な
い

問
答

新計画策定は
市民や議会の声を

新水道ビジョンは
議会と策定

三宮 十五郎 議員
日本共産党弥富市議団

▲海部南部水道企業団

12
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

お
し
ら
せ

特
集（
民
生
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？
）

一
般
質
問


